
わかりやすい議会報に

新体制の広報広聴常任委員会をよろしくお願いします

議
会
だ
よ
り

№
2
0
2

平
成
3
0
年
１
月
2
6
日
発
行

い
ち
の
へ

発
行
責
任
者
／
一
戸
町
議
会
議
長

編
集
／
一
戸
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
0
2
8
−
5
3
1
1
　
岩
手
県
二
戸
郡
一
戸
町
高
善
寺
字
大
川
鉢
24−

9
T
E
L
.（
0
1
9
5
）
3
3
−
2
1
1
1
　
FA
X
.（
0
1
9
5
）
3
3
−
4
0
7
0

E
-m
ail．

g
ikai@

tow
n
.ich
in
oh
e.iw
ate.jp

　

昨
年
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
議

会
だ
よ
り
を
編
集
す
る
広
報
広
聴
常
任

委
員
会
も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し

た
。

　

町
議
会
は
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月

に
定
例
会
が
あ
り
、
そ
の
他
に
臨
時
会
も

あ
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
定
例
会
を
中
心
に
、
議

会
活
動
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
委
員
と
事
務
局
職

員
で
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
早
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
に
な
る
よ

う
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
気
軽
に
ご
意
見
や
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会 

　
　
　
　

委
員
長　
　

菅　

野　

敦　

子

　
　
　
　

副
委
員
長　

山　

舘　

章　

子

　
　
　
　

委　

員　
　

田　

村　

繁　

幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

頭　

健　

造

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺　

美　

登

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
昌
寺　

泰　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

新　

吉
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左から小野寺委員、仁昌寺委員、田中委員、山舘副委員長、菅野委員長、田頭委員、田村委員

議会傍聴・議会中継をご利用ください

　いちのへ未来議会（中学生議会）は１月 31 日、３月定例会は

２月下旬に開会予定です。

　議会傍聴と町ホームページでの議会中継のライブとオンデマン

ドをぜひご利用ください。

　http://www.town.ichinohe.iwate.jp/　議会中継をクリック！
町ホームページのトップページ右下

Ｎｏ．202
2018.1.26

岩手県一戸町議会

１月15日に一戸町公営塾が開講しました。タブレットを使って

楽しみながら算数の勉強をしました。

初議会・12月定例会・11月臨時会

議長、副議長を選任 ………………………………… ２ 

新議会構成　議会運営委員会・各常任委員会・町政調査会 ……  ４

町の未来を問う　一般質問４人が登壇 …………………………… 10
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一
戸
町
議
会
議
員
選
挙
が
11
月
12
日
に
行
わ
れ
、
新
た
に

14
人
の
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
29
年
12
月

７
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

初
議
会
（
平
成
29
年
第
３
回
臨
時
会
）
を
12
月
７
日
に
開

き
、
正
副
議
長
の
選
挙
や
各
委
員
会
の
委
員
の
選
任
な
ど
を

行
い
、
新
た
な
議
会
構
成
を
決
め
ま
し
た
。

新
た
な
議
会
構
成
を
決
定

　

初
議
会
で
は
、
ま
ず
議

長
を
選
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
議
長
が
決
ま
っ

て
い
な
い
た
め
、
臨
時
議

長
に
最
年
長
議
員
の
駒
木

二
郎
氏
を
選
任
し
、
議
長

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
、
上
山
文

雄
氏
が
11
票
を
獲
得
し
、

議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

副
議
長
選
挙
で
は
、
９

票
を
獲
得
し
た
中
瀬
春
英

氏
が
副
議
長
に
当
選
し
ま

し
た
。

議
長
に
上
山
文
雄
氏

　

議
長
の
推
選
に
よ
り
、

総
務
教
育
民
生
常
任
委
員

８
人
、
産
業
建
設
常
任
委

員
６
人
、
広
報
広
聴
常
任

上 山 文 雄  議長

初 議 会

議長選挙の結果　　（投票総数14票）

　当選　上　山　文　雄　　１１票

　　　　菅　野　敦　子　　　１票

　　　　田　頭　健　造　　　１票

　　　　無　　効　　票　　　１票

副議長選挙の結果　（投票総数14票）

　当選　中　瀬　春　英　　　９票

　　　　田　村　繁　幸　　　１票

　　　　上　平　栄一郎　　　１票

　　　　峠　　　勇　男　　　１票

　　　　田　頭　健　造　　　１票

　　　　無　　効　　票　　　１票

常 
任 

委 

員 

会

議
会
運
営
委
員
会

　

正
副
議
長
と
各
常
任
委

員
長
を
選
考
委
員
と
し
、

選
考
の
結
果
６
人
を
推
選

し
、
全
会
一
致
で
選
任
し

ま
し
た
。
（
委
員
会
構
成

は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

広
域
議
会
議
員

中 瀬 春 英  副議長

委
員
７
人
を
選
任
し
ま

し
た
。
（
委
員
会
構
成
は

４
、
５
、
14
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）

　

各
常
任
委
員
会
を
開

き
、
正
副
委
員
長
を
次
の

と
お
り
互
選
し
ま
し
た
。

■
総
務
教
育
民
生
常
任
委

員
会

委
員
長　

峠          

勇   

男

副
委
員
長　

柴   

田   

正   

三

 

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

山   

下   

正   

勝

副
委
員
長　

駒   

木   

二   

郎

■
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

菅   

野   

敦   

子

副
委
員
長　

山   

舘   

章   

子

■
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
議
員

　

次
の
と
お
り
全
会
一
致

で
選
任
し
ま
し
た
。
（
任

期
は
４
年
間
）

上   

山   

文   

雄
（
議
長
）

■
二
戸
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
議
会
議
員

　

議
長
推
選
に
よ
り
、
次

の
３
人
を
全
会
一
致
で
選

任
し
ま
し
た
。
（
任
期
は

４
年
間
）

上   

山   

文   

雄
（
議
長
）

中   

瀬   

春   

英
（
副
議
長
）

峠          

勇   

男
（
議
員
）

　

昨
年
12

月
の
改
選
後

初
の
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
不
肖
私
が
議
長
選
挙

に
お
い
て
大
方
の
ご
支
持

を
頂
き
ま
し
て
議
長
に
就

任
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
私
自
身
に
と
り
ま

し
て
限
り
な
い
光
栄
と
存

じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

職
責
の
重
さ
を
た
い
へ
ん

強
く
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。

　

議
長
の
職
務
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
で
は
、
議
場

の
秩
序
維
持
、
議
事
の
整

理
、
議
会
事
務
の
統
理
、

そ
し
て
議
会
代
表
権
が
規

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
円
滑
に
運
営
し
遂

行
し
て
い
く
に
は
、
私
一

人
の
力
を
も
っ
て
し
て
は

不
可
能
な
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
議
長
の
職
責
を
十

分
に
果
た
す
に
は
、
議
員

各
位
の
支
援
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
議
員
各
位

か
ら
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の

ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

主
義
主
張
を
異
に
す
る
議

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
現
に
私
と

は
党
派
を
異
に
す
る
議
員

も
複
数
お
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
議
長
と
し
て
は
、

主
義
主
張
を
異
に
し
、
党

派
を
異
に
す
る
議
員
各
位

の
支
持
と
協
力
も
頂
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
私
は
、
私
人
と
し

て
の
主
義
主
張
は
別
と
し

て
、
議
長
と
し
て
の
職
務

を
行
う
に
際
し
て
は
不
偏

不
党
、
中
立
公
正
を
最
大
、

最
終
の
目
標
と
し
て
対
処

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
当
町
の
議

会
に
は
、
歴
代
の
議
長
、

議
員
各
位
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
守
ら
れ
て
き
た
よ
き

伝
統
、
す
な
わ
ち
、
数
で

は
な
く
て
話
し
合
い
で
、

対
立
抗
争
で
は
な
く
て
互

譲
で
、
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
運
営
さ
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
私
も
こ
の
よ
き
伝

統
、
尊
重
す
べ
き
先
例
は

し
っ
か
り
と
守
り
続
け
る

こ
と
が
必
要
と
自
覚
し
て

お
り
ま
す
。

　

新
町
長
の
下
で
「
新
生

い
ち
の
へ
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
当
町
の
今
後

益
々
の
発
展
と
住
民
福
祉

向
上
と
い
う
執
行
機
関
と

共
通
目
標
を
掲
げ
な
が
ら

も
、
議
会
と
し
て
の
職
務

の
違
い
も
し
っ
か
り
認
識

し
、
そ
の
た
め
の
議
会
改

革
が
必
要
な
ら
、
積
極
的

に
改
革
も
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
町
議
会
に

対
し
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
、
そ
し
て
さ
ら
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
に

あ
た
り
ま
し
て
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

よき伝統を守りつつ

副
議
長
に
中
瀬
春
英
氏
を
選
任

　

委
員
会
を
開
き
、
正
副

委
員
長
を
次
の
と
お
り
互

選
し
ま
し
た
。

委
員
長　

駒   

木   

二   

郎

副
委
員
長　

上   

平   

栄
一
郎

必要ならば改革も

議
長
就
任
あ
い
さ
つ　
　

上　

山　

文　

雄



いちのへ議会だより第202号・平成30年１月26日発行 4いちのへ議会だより第202号・平成30年１月26日発行5

委
員
長　

駒   

木   

二   

郎

副
委
員
長　

上   

平   

栄
一
郎

委　

員　

小
野
寺   

美   

登

　

〃　
　

柴   

田   

正   

三

　

〃　
　

峠          

勇   

男

　

〃　
　

山   

下   

正   

勝

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、

円
滑
な
議
会
の
運
営
を
行

う
た
め
に
設
置
さ
れ
、
議

会
運
営
や
議
会
の
規
則
と

委
員
会
の
条
例
の
制
定
に

関
す
る
こ
と
を
所
管
し
て

い
ま
す
。

　

議
長
の
諮
問
に
関
す
る

事
項
な
ど
の
審
査
や
調
査

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

写真の左上から、山下委員、峠委員、柴田委員、小野寺委員

左下から、駒木委員長、上平副委員長

議会運営委員会

委
員
長　

峠           

勇   

男

副
委
員
長　

柴   

田   

正   

三

委　

員　

田   

中   

新   

吉

　

〃　
　

仁
昌
寺   

泰   

夫

　

〃　
　

田   

頭   

健   

造

　

〃　
　

上   

平   

栄
一
郎

　

〃　
　

田   

村   

繁   

幸

　

〃　
　

上   

山   

文   

雄

　

総
務
教
育
民
生
常
任
委

員
会
は
、
総
務
課
、
ま
ち

づ
く
り
課
、
健
康
福
祉

課
、
税
務
町
民
課
、
水
環

境
課
、
教
育
委
員
会
、
会

計
管
理
者
の
所
管
に
関
す

る
事
項
（
教
育
、
保
健
、

福
祉
、
環
境
衛
生
な
ど
）

に
つ
い
て
の
調
査
や
請

願
・
陳
情
の
審
査
な
ど
を

行
い
ま
す
。

写真の左上から、仁昌寺委員、上平委員、田中委員、田頭委員、田村委員

左下から、上山委員、峠委員長、柴田副委員長

総務教育民生常任委員会

　

委
員
長　

山   

下   

正   

勝

副
委
員
長　

駒   

木   

二   

郎

委　

員　

山   

舘   

章   

子

　

〃　
　

小
野
寺   

美   

登

　

〃　
　

菅   

野   

敦   

子

　

〃　
　

中   

瀬   

春   

英

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

は
地
域
整
備
課
、
商
工
観

光
課
、
農
林
課
、
農
業
委

員
会
の
所
管
に
関
す
る
事

項
（

土

木
、

建

設
、

農

林
、
商
工
観
光
、
労
働
な

ど
）
に
つ
い
て
の
調
査
や

請
願
・
陳
情
の
審
査
な
ど

を
行
い
ま
す
。

写真の左上から、中瀬委員、菅野委員、小野寺委員、山舘委員

左下から、山下委員長、駒木副委員長

産業建設常任委員会

会　

長　

上   

平   

栄
一
郎

副
会
長　

峠           

勇   

男

幹
事
長　

小
野
寺   

美   

登

幹　

事　

仁
昌
寺   

泰   

夫

　

〃　
　

田   
頭   
健   

造

監　

事　

山   

舘   
章   

子

　

〃　
　

田   

中   

新   
吉

　

町
政
調
査
会
は
、
全
議

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
政
の
各
般
に
わ
た

り
、
調
査
、
研
究
、
協
議

を
行
い
、
町
政
の
運
営
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

写真の左上から、小野寺幹事長、仁昌寺幹事、田頭幹事、田中監事、山舘監事

左下から、上平会長、峠副会長

町  政  調  査  会
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12
月
定
例
会
を
12
月
13
日
か
ら
19
日
ま
で
７
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
に
は
、
報
告
１
件
、
議
案
10
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
４
人
が
登
壇
し
、
町
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

いわて国体で披露された一戸高等学校オリジナル創作ダンス「華一」

◆
一
戸
町
育
英
会
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

一般会計補正予算（第５号）の主な事業（単位：万円）

・障害者自立支援給付費

・臨時保育士等賃金

・食育センター用備品購入費

・障害児給付費

・御所野遺跡多言語説明板設置委託料

・地域包括支援センター臨時職員賃金

　１９５１

８３５

８３０

６６７

２９４

▲６０１

　
　

返
還
義
務
免
除
③
の

「
規
則
で
定
め
る
成
果
」

と
は
。

　
　

町
の
文
化
賞
表
彰
規

程
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
規

程
を
参
考
と
し
て
検
討
し

て
決
定
し
ま
す
。　
　

◆
一
戸
町
子
育
て
支
援
住

宅
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
個
人
番
号
の
利
用
に

関
し
設
置
目
的
に
受
益
者

が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に

改
正
を
し
た
も
の
で
す
。

奨学金の額と返還義務を見直し
一戸町育英会に関する条例を改正

12月定例会

条
例
改
正
・
そ
の
他

育
英
会
条
例
な
ど

答

　

一
戸
町
育
英
会
の
奨
学

金
の
額
お
よ
び
返
還
義
務

の
見
直
し
に
伴
い
、
下
表

の
と
お
り
改
正
し
ま
し

た
。

●
質
疑
応
答　
　

　
　

奨
学
金
引
き
上
げ
の

根
拠
は
。

　
　

高
等
学
校
に
つ
い
て

は
一
戸
高
等
学
校
入
学
奨

励
の
た
め
、
大
学
に
つ
い

て
は
近
隣
市
町
村
の
状
況

を
勘
案
し
て
引
き
上
げ
ま

し
た
。

　
　

返
還
義
務
免
除
②
の

「
規
則
で
定
め
る
職
業
」

と
は
。

　
　

こ
れ
か
ら
協
議
し
て

決
定
し
ま
す
。

問

問問 答答

◆
一
戸
町
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正　

　

独
自
利
用
で
き
る
個
人

番
号
の
事
務
に
つ
い
て
、

申
請
に
係
る
届
出
書
の
記

載
例
に
準
じ
改
め
る
こ
と

な
ど
、
そ
の
他
所
要
の
整

備
を
し
た
も
の
で
す
。

◆
岩
手
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
に
お
け
る
共
同
処

理
す
る
事
務
の
変
更
及
び

岩
手
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
一
部
変
更
の

協
議
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
紫
波
、
稗
貫
衛
生

処
理
組
合
の
常
勤
の
職
員

が
配
置
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同

日
を
も
っ
て
同
組
合
を
岩

手
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
に
お
け
る
常
勤
の
職
員

に
係
る
退
職
手
当
の
支
給

に
関
す
る
事
務
を
共
同
処

理
す
る
団
体
か
ら
除
く
と

と
も
に
組
合
規
約
の
所
要

の
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

◆
岩
手
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
の
財
産
処
分
の
協

議
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
紫
波
、
稗
貫
衛
生

処
理
組
合
を
岩
手
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
の
常
勤

補

正

予

算

　

先
期
は
、
希
望
郷
い
わ

て
国
体
・
い
わ
て
大
会
に

お
け
る
宿
泊
客
の
受
け
入

れ
や
、
大
会
関
係
者
用
弁

決
算
報
告

奥
中
山
高
原
リ
ゾ
ー
ト
公
社

職
員
に
係
る
退
職
手
当
の

支
給
に
関
す
る
事
務
を
共

同
処
理
す
る
団
体
か
ら
除

く
こ
と
に
な
り
、
岩
手
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

財
産
処
分
を
行
う
も
の
で

す
。

先シーズンは雪不足のため１週間遅れでオープンしました

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

総
額
７
５
８
６
万
１
千

円
を
追
加
し
ま
し
た
。
主

な
事
業
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。

●
質
疑
応
答

　
　

御
所
野
遺
跡
多
言
語

説
明
板
は
、
何
カ
国
語
に

対
応
し
て
い
ま
す
か
。

　
　

日
本
語
、
英
語
、
中

国
語
、
韓
国
語
の
４
カ
国

語
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問答

当
の
受
注
な
ど
が
あ
り
、

さ
い
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
冬
期
は
平
成
27

年

度
シ
ー
ズ
ン
に
引
き
続
き

積
雪
が
遅
れ
、
オ
ー
プ
ン

が
１
週
間
ず
れ
こ
み
ま
し

た
。

そ

の

後
、

例

年

並

み
の
集
客
を
確
保
で
き
、

７
３

５

万
円
（
昨
年
比

７
２
３
万
２
千
円
増
）
の

純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

子育て支援住宅（大越田住宅）は入居率

100％です
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件　　　　　　名

柴

田

正

三

峠

勇

男

赤

畑

博

熊

谷

一

男

上

平

栄

一

郎

中

瀬

春

英

山

下

正

勝

土

川

昭

悦

駒

木

二

郎

川

原

﨣

菅

野

敦

子

野

田

博

上

山

文

雄

田

村

繁

幸

関

連

ペ

ー

ジ

第２号
専決処分の承認を求めることについて

（第二公設クリニック医療機器等備品の購入契約の変更）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ８

第３号
専決処分の承認を求めることについて 

（平成29年度一戸町一般会計補正予算（第４号））
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ８

平成29年第２回一戸町議会臨時会　議決結果一覧　

番号

報

告

表の見方：「○」は賛成、「●」は反対、「－」は採決に加わらなかったことを表します。

　　　　　田村議長は賛否が同数などの場合にのみ採決に参加します。これ以外は採決に参加しません。

臨 

時 

議 

会

　

11
月
30
日
、
臨
時
議
会

を
開
き
、
専
決
処
分
の
報

告
２
件
を
全
会
一
致
で
承

認
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

衆
議
院
の
解
散
に
よ
る

衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ

び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
に
か
か
る
経
費
を

補
正
し
た
も
の
で
す
。

賛
否
の
状
況

議長などが議会を代表し対外的な行事などへ出席する際の経費です。10 月～ 12 月の執行状況をお知らせします。議
長
交
際
費

■
第
二
公
設
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
療
機
器
等
備
品
の
購
入

契
約
の
変
更

契
約
先　

 

㈲
協
和
医
療
器

変
更
金
額

３
１
３
万
2
千
円
の
増
額

変
更
内
容

　

白
内
障
手
術
を
主
と
す

る
手
術
顕
微
鏡
を
、
糖
尿

病
疾
患
に
よ
る
硝
子
体
手

術
へ
の
対
応
も
可
能
な
手

術
顕
微
鏡
に
変
更
し
た
も

の
で
す
。

　

教
育
委
員
会
委
員
に
、
德
永
映
子
氏

を
任
命
（
新
任
）
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
29
年
12
月
25
日
か
ら

平
成
33
年
12
月
24
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

教育委員の任命に同意固定資産評価審査委員の選任に同意

相馬　憲治  氏

（高善寺字古舘平）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
、
相
馬

憲
治
氏
を
選
任
（
再
任
・
３
期
目
）
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
29
年
12
月
24
日
か
ら

平
成
32
年
12
月
23
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

德永　映子  氏

（奥中山字西田子）

柴 田 正 三 議員

　

議
会
の
改
選
に
伴
い
、
新
た
に
柴
田

正
三
議
員
が
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
の
監
査
委
員
２
人
の
う
ち
、
１
人

を
議
員
の
中
か
ら
、
町
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
選
任
し
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
33
年
12
月
６
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。

監査委員の選任に同意

問 答 問答
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
臨
時
職
員
賃
金
の
減

額
理
由
は
。

　
　

臨
時
職
員
２
名
を
嘱

託
職
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
に
任
命
換
え
し

た
た
め
で
す
。

　
　

臨
時
保
育
士
賃
金
の

増
額
の
理
由
は
。

　
　

病
気
休
暇
中
の
保
育

士
の
代
替
保
育
士
、
病
児

保
育
室
保
育
士
、
奥
中
山

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
な
ど

年
度
途
中
で
追
加
採
用
し

た
職
員
の
分
を
増
額
し
た

も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

総
額
２
５
５
万
１
千
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

・
国
保
広
域
化
関
係
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
料

55
万
１
千
円

・
国
民
健
康
保
険
税
過
誤

納
金
還
付
金

２
０
０
万
円

第二公設クリニックは12月21日にオープンしました

件　　　　　　名

山

舘

章

子

田

中

新

吉

仁

昌

寺

泰

夫

小

野

寺

美

登

田

頭

健

造

柴

田

正

三

峠

勇

男

上

平

栄

一

郎

山

下

正

勝

駒

木

二

郎

菅

野

敦

子

田

村

繁

幸

中

瀬

春

英

上

山

文

雄

関

連

ペ

ー

ジ

第１号 教育委員会委員の任命に同意を求めることについて － ８

第２号 監査委員の選任に同意を求めることについて － ８

第３号
固定資産評価審査委員会委員の選任に同意を求めることにつ

いて
－ ８

第４号

岩手県市町村総合事務組合における共同処理する事務の変更

及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し

議決を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ７

第５号
岩手県市町村総合事務組合の財産処分の協議に関し 

議決を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ７

第６号

一戸町行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の

一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ７

第７号
一戸町育英会に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ６・７

第８号
一戸町子育て支援住宅条例の一部を改正する条例の制定につ

いて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ７

第９号 平成29年度一戸町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ７・８

第10号
平成29年度一戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

（第２号）
● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ － ８

表の見方：「○」は賛成、「●」は反対、「－」は採決に加わらなかったことを表します。

　　　　　上山議長は賛否が同数などの場合にのみ採決に参加します。これ以外は採決に参加しません。

平成29年第４回一戸町議会定例会　議決結果一覧

番号

投票による採決　　賛成全員

投票による採決　　賛成多数

議

案

投票による採決　　賛成全員
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一

般

質

問

　

質
問　

今
年
の
冬
は
、

例
年
よ
り
厳
し
く
な
る
よ

う
だ
と
の
予
測
も
あ
り
、

灯
油
の
値
段
も
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
す
。
少
な
い
年

金
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
と

っ
て
は
厳
し
い
も
の
が
あ

る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。
市
町
村
に
よ
っ
て

は
、
単
独
事
業
で
灯
油
へ

の
助
成
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

当
町
の
実
施
予
定
を
伺
い

ま
す
。

　

町
長　

灯
油
価
格
の

状
況
で
す
が
、
岩
手
県

内
の
平
均
価
格
は
１
㍑
あ

た

り

77
・

８

円
（

18

㍑

１
４
０
１
円
）
で
、
昨
年

同
時
期
価
格
１
㍑
あ
た
り

59

円
（
18

㍑
１
０
６

２

円
）
と
の
比
較
で
は
１
㍑

21
年
度
以
降
、
市
町
村
が

実
施
す
る
福
祉
灯
油
事
業

に
対
す
る
県
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

沿
岸
12
市
町
村
の
み
を
補

助
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

あ
た
り
18
・
８
円
（
18
㍑

３
３
９
円
）
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

過
去
の
福
祉
灯
油
事
業

は
、
平
成
19
年
度
と
20
年

度
に
世
界
的
な
石
油
価
格

の
高
騰
と
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
に
よ
る
急
激
な
景

気
後
退
の
中
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。
当
時
の
灯
油

価
格
は
平
成
19
年
度
が
18

㍑
１
８
１
０
円
、
平
成
20

年
度
が
２
３
２
３
円
と
大

き
く
高
騰
し
、
国
の
原
油

等
価
格
高
騰
対
策
に
基
づ

く
財
源
措
置
に
加
え
、
県

の
上
乗
せ
措
置
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
県
内
全
市
町
村

が
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
国
お
よ
び
県

の
補
助
が
行
わ
れ
る
場
合

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成

福
祉
灯
油
の
実
施
予
定
は

今
年
度
の
実
施
は
見
送
る
方
向

高齢者福祉

灯油価格の高騰が心配されます

菅 野 敦 子 議員

一 般 質 問
　一般質問は、行財政全般にわたり疑問点をただし、町の所信

を求めるもので、定例会で行ないます。

　質問は、議員と町長が対面し、一つの質問をして一つの回答

を得る「一問一答方式」です。

　１人 50 分の制限時間内で質疑を繰り返します。

通　告　者

　菅　野　敦　子　議員

　峠　　　勇　男　議員

　田　頭　健　造　議員

　柴　田　正　三　議員

　

質
問　

町
政
運
営
の

基
本
的
な
方
針
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
円
滑
な
行

政
執
行
の
た
め
に
副
町
長

を
登
用
す
る
考
え
は
な
い

か
、
併
せ
て
伺
い
ま
す
。

　

町
長　

町
政
運
営
の
基

本
姿
勢
に
つ
い
て
は
、「
町

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
行
う
こ
と
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く

聞
き
、
合
意
形
成
を
図
っ

た
後
に
政
策
に
展
開
し
て

い
く
こ
と
は
、
行
政
効
率

か
ら
考
え
る
と
一
見
非

効
率
に
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
困
難

な
課
題
解
決
の
た
め
に
は

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

姿
勢
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
方
向
性
を
同
じ
く
し

て
力
を
出
し
て
い
く
こ
と

で
、
効
果
が
何
倍
に
も
な

る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
姿

勢
を
基
本
と
し
て
、
今
後

の
町
政
運
営
に
臨
ん
で
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
副
町
長
の
登
用

に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら

に
住
民
対
話
な
ど
の
頻
度

を
上
げ
、
集
中
し
て
職
務

を
執
行
し
て
い
く
た
め
に

も
、
副
町
長
の
重
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
、

適
任
者
を
見
つ
け
議
会
に

諮
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

基本的な考え方は

「町民主体のまちづくり」を行う
峠 　 勇 男 議員

町

政

運

営

今後の町政運営は

一

般

質

問

　

質
問　

地
元
で
生
活
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
若
い

世
代
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
、
多
く
の
働
く
場
所
を

創
り
出
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
何
か
具
体

的
に
検
討
し
て
い
る
か
、

伺
い
ま
す
。

　

町
長　

具
体
的
に
検
討

し
て
い
る
事
例
は
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
若
年
層
の

雇
用
と
既
立
地
企
業
の
競

争
力
強
化
の
た
め
、
い
わ

ゆ
る
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン

対
策
に
も
取
り
組
み
、
町

出
身
の
大
学
生
な
ど
へ
町

の
企
業
情
報
な
ど
を
提
供

す
る
方
策
や
、
高
度
な
知

識
や
経
験
を
有
し
た
人
材

を
受
け
入
れ
る
方
策
に
つ

い
て
も
検
討
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
、

「
孫
タ
ー
ン
」
の
事
例
も

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内

立
地
企
業
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的

と
し
た
施
策
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
御
所
野
遺
跡
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進

運
動
と
も
関
連
し
て
、
新

た
な
産
業
・
雇
用
を
生
み

出
す
余
地
は
十
分
に
あ
る

と
考
え
ま
す
の
で
、
町
内

企
業
や
学
校
、
そ
の
他
の

組
織
な
ど
と
連
携
を
密
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
職
場
創
出
は

既
立
地
企
業
Ｐ
Ｒ
も
検
討

雇 用 創 出

11 日に行われた「一戸町の魅力発見ツアー」

県内の大学生８名が町内事業所見学ツアー

に参加しました

こ
の
ほ
か
に
「
憲
法
九
条
の
改
憲
に
つ
い
て
」
も
質
問
し

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
「
教
育
財
産
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
」
も

質
問
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
当
町
に
お
け

る
福
祉
灯
油
事
業
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
実

施
し
た
時
期
の
価
格
ま
で

は
高
騰
し
て
い
な
い
状
況

も
踏
ま
え
、
実
施
を
見
送

る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。
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質
問　

学
校
給
食
に
つ

い
て
次
の
こ
と
を
伺
い
ま

す
。

①
主
食
提
供
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て

②
学
校
給
食
の
地
場
産
品

の
使
用
率
に
つ
い
て

　

町
長　

①
こ
れ
ま
で
、

食
育
セ
ン
タ
ー
が
一
野
辺

製
パ
ン
㈱
に
委
託
し
て
い

た
主
食
は
、
一
日
に
約

９
５
０
食
、
月
・
水
・
金

曜
日
は
米
飯
、
火
・
木
曜

日
は
パ
ン
の
日
と
定
め
、

米
飯
に
つ
い
て
は
、
新
岩

手
農
協
よ
り
町
内
産
米
を

購
入
し
て
い
ま
し
た
。
11

月
中
旬
に
な
り
、
学
校
給

食
会
か
ら
米
飯
は
滝
沢
市

の
業
者
、
パ
ン
は
花
巻
市

の
業
者
が
価
格
面
や
配
送

面
に
お
い
て
条
件
が
合
う

と
の
連
絡
が
入
っ
た
こ
と

か
ら
、
３
学
期
か
ら
、
こ

れ
ら
の
代
替
業
者
に
主
食

の
提
供
を
依
頼
す
る
予
定

で
す
。
並
行
し
て
一
戸
町

内
に
災
害
時
に
お
い
て
も

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

な
炊
飯
施
設
を
導
入
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
く
方

向
で
す
。

②
給
食
に
お
け
る
地
場
産

品
（
一
戸
町
で
生
産
さ
れ

た
農
畜
産
物
の
ほ
か
加
工

品
を
含
む
）
の
使
用
率

は
、
平
成
28
年
ま
で
の
５

年
間
で
は
48
・
５
～
49
・

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

質
問　

就
任
あ
い
さ
つ

で
述
べ
ら
れ
た
魅
力
あ
る

観
光
振
興
に
つ
い
て
次
の

こ
と
を
伺
い
ま
す
。

①
御
所
野
遺
跡
周
辺
や
鳥

越
観
音
、
根
反
の
大
珪
化

木
、
朴
舘
家
住
宅
な
ど
町

内
に
点
在
し
て
い
る
歴
史

的
・
文
化
的
資
源
の
活
用
・

整
備
に
つ
い
て

②
体
験
型
観
光
・
特
産
品

等
の
開
発
に
つ
い
て

　

町
長　

①
当
町
に
は
、

指
定
文
化
財
が
県
下
で
最

も
多
く
存
在
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
魅
力
的
な
観
光
資
源

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々

な
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
御
所
野
遺
跡

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を

想
定
し
た
整
備
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

訴
求
効
果
を
考
え
る
と
、

御
所
野
遺
跡
単
独
よ
り
も

他
の
観
光
資
源
を
複
数
組

み
合
わ
せ
た
方
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
来
訪
者
の
満
足
度

を
高
め
る
手
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

②
体
験
型
観
光
や
、
特
産

品
・
土
産
な
ど
を
含
め
た

「
食
」
の
分
野
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
も
非
常
に
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

再
び
当
町
を
訪
れ
て
も

ら
う
た
め
に
は
「
お
も
て

な
し
」
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
の
で
、
ハ
ー
ド

面
の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ト
面

の
充
実
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

主食提供の今後の見通しは

３学期から再開予定
柴 田 正 三 議員

学

校

給

食

魅
力
あ
る
観
光
振
興
策
は

ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
る

観 光 振 興

炊飯施設の導入も検討

（食育センター調理の様子）

一

般

質

問

　

質
問　

災
害
弱
者
へ
の

災
害
時
の
迅
速
で
的
確
な

避
難
に
つ
な
げ
る
た
め
の

対
策
と
、
「
災
害
時
要
援

護
者
名
簿
」
を
自
主
防
災

組
織
や
町
内
会
と
共
有
で

き
な
い
も
の
か
、
所
見
を

伺
い
ま
す
。

　

町
長　

気
象
台
の
発
表

す
る
気
象
情
報
な
ど
を
正

確
か
つ
迅
速
に
把
握
し
、

状
況
に
応
じ
て
避
難
準

備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

の
情
報
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
な

く
早
め
に
出
し
て
避
難
を

呼
び
か
け
、
避
難
行
動
要

災
害
弱
者
へ
の
対
応
は

避
難
行
動
支
援
者
の
安
全
確
保

防 災 対 策

消防演習の様子

田 頭 健 造 議員

一

般

質

問

援
護
者
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
名

簿
の
共
有
に
つ
い
て
は
、

緊
急
の
際
に
特
に
も
支
援

を
必
要
と
す
る
方
の
迅
速

な
避
難
に
結
び
付
け
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
ほ
か
、

限
ら
れ
た
人
員
で
行
う
救

助
活
動
の
た
め
に
重
要
な

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

た
だ
し
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
が
厳
格
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
名
簿
登
載
者

が
必
ず
し
も
公
開
を
望
ん

で
い
な
い
場
合
が
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
一
様

に
名
簿
を
共
有
す
る
こ
と

に
は
、
今
一
度
検
討
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

質
問　

自
主
防
災
組
織

構
築
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
と
、
リ
ー
ダ
ー
不

足
や
組
織
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
方
策
を
伺
い
ま

す
。

　

町
長　

東
日
本
大
震
災

を
機
に
、
災
害
時
の
人
命

救
助
に
お
い
て
大
き
な
力

に
な
る
共
同
・
互
助
に
よ

る
住
民
防
災
組
織
化
の
拡

大
が
図
ら
れ
た
一
方
で
、

新
た
な
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
に
は
、
高
齢
化

や
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
な
り

手
不
足
の
相
談
も
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
中
に
あ

っ
て
も
既
存
組
織
の
活
性

化
や
、
組
織
化
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
諦
め
る
こ
と

な
く
進
め
て
い
く
こ
と
が

地
域
防
災
力
向
上
の
要

と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後

も
課
題
を
一
つ
一
つ
整
理

し
な
が
ら
自
主
防
災
組
織

の
育
成
や
拡
大
に
努
め
ま

す
。

　

既
存
の
組
織
に
つ
い
て

は
、
各
組
織
の
情
報
交
換

の
場
の
設
定
と
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
、
訓
練
の
参
加
率

向
上
が
急
務
で
あ
り
、
岩

手
県
地
域
防
災
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
を
活
用
し

た
研
修
会
な
ど
の
開
催
と

防
災
士
の
育
成
も
有
効
と

考
え
ま
す
。

自主防災組織構築の今後は

諦めることなく進めていく

自
主
防
災
組
織

自主防災組織訓練の様子

（袋町町内会）

まずは御所野遺跡周辺の整備から


